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Games）のアクセサリであり、RPGGeekのサイトで公開されている『This 
Mundane Life (https://rpggeek.com/rpgitem/178642/mundane-life) 』の翻訳
物です 。 

『フィアスコ』について知りたい方は、もしくは他のプレイセットや資料に興味
のある方は、harrowhill.rdy.jpをご参照ください。 

This playset is copyright 2015 by Kezle. Fiasco is copyright 2009 by Jason 
Morningstar. All rights are reserved. 

I agree that this playset may be used by Bully Pulpit in an anthology of 
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背景 
アイがそう仰るから 

NWOの模範市民であるのは時には険しいことだ。夜明けとともに起床して（あるい
は、少なくとも時計が夜明けだと告げたとき。永久にエンドウ豆スープみたいな空はな
んの指標にもならない。）、仕事をしたり、終日バーチャル事務処理をしたり、”ア
イ”の毎日の放送のために家に戻ったり、最後にはベッドに入って、また翌日にそれを
全て繰り返すということはそう難しいものではないかもしれない。精神の麻痺と魂の摩
耗が自殺傾向に繋がることは確かだが、必ずしも難しいことではない。困難であるの
は、他の15億人の市民と同じような平凡な生活を送る一方で、暗闇の中のささやきを
無視して、隣人の叛意や受付ロボットの裏で灯る魂、または公文書にある記述への驚き
を隠そうとすることだ。 

しかし、最終的には治療され、普通の生活を送ることができるようになるだろう。なぜ
なら、君はシャロンリハビリテーション研究クリニックに送られたからだ。義務的なグ
ループセラピーセッションが4週間続くことで、もはや不安と、そしてより重要なこと
に、反体制的なビジョンを失ってまた平凡な生活に戻れることだろう。 

できすぎた話に聞こえるか？　この件に関して選択肢はないが、治療はタダだ。ただ、
「アイ社会適性調査」の期限内に完全に回復の兆候を見せていない人間は、無料サービ
スの終了措置も含まれている（ただし火葬費用は別々なので、何とか工面しなければな
らないが）。まあ、君の「ビジョン」が悪化してさえいなければいいのだが。診療所の
スタッフも影響を受けているようにも見えるし、長く滞在すればするほど元の平凡な生
活に戻れる可能性は薄くなるだろう。だが、外に出ることは中にいることよりも難し
く、もはや君を監視しているものはそこらで見るようなビジョンだけではないのだ。 

本当に狂気に陥ったのか？　それは正気をどのように定義するかというだけの問題だ
よ。 



そこにある【人間関係】は…… 

1　セラピー仲間 

1　トラブルメーカー × 告げ口屋 

2　新入りの患者 × 死に近づいている患者 

3　不幸な約束が原因で 

4　もう一人が悪化すると回復する 

5　反逆者 × 当局者の子供 

6　お互いのことをどう思っているかに関わらず 

2　全て脳内の幻想 

1　懐疑的な人 × 信奉者 

2　同じ生き物を見た 

3　夢を見る人 × 繰り返し見る夢の内容 

4　もう一人が人間ではないと確信している 

5　遅咲きの人 × 生来の予言者 

6　同じ声を聞いた 

3　仕事だけの関係 

1　心理学者 × ビジョンが見え始めた患者 

2　看護師 × 首ったけの患者 

3　医者 × 全く異例な事例 

4　研究補助者 × そのメモのコピーにお金を払う者 

5　アイの身分秘匿捜査官 × 監視対象 

6　研修医 × かつて学校でカンニングの手助けをしてた患者 



4　仕事は続く 

1　反乱の秘密の一員 × 真実を知ってる協力者 

2　隣人、仕事仲間、患者仲間… お互いから逃れられない 

3　お互いがそうだとは気づいていないアイのエージェント 

4　彼らの問題を隠そうとしている仕事仲間 

5　横領者 × 脅迫者 

6　主任 × クビになった社員 

5　すべてが始まる前 

1　お互いを防護軍に報告した 

2　子供の頃は友人で、大人になってからはライバル 

3　生き別れ 

4　“ ‘37年にあなたがやったことを知っている ” 

5　防護軍の元士官 × 以前賄賂を贈っていた 

6　何年も会っていない若い恋人 

6　話せば長い 

1　詐欺師 × 騙された人 

2　“ 私達はただの友達 ” 

3　“ お前も道連れだ ” 

4　贔屓にされた子供 × ないがしろにされたきょうだい 

5　離婚した人 × 元パートナーの今の配偶者 

6　幸せに結婚し、不幸にも一緒に働いている 

それが……監視の”目”の下 



そこにある【動機】は…… 

1　見つけたい 

1　……あなたが見ることができるものについての真実を 

2　……NWOで出世の階段を上がる方法を 

3　……完璧な身代わりを 

4　……クリニックで消えた最愛の人に起きたことを 

5　……クリニックが隠していることを 

6　……生き続ける理由を 

2　証明したい 

1　……あなたではなく、他の全員が狂っているだけだということを 

2　……見ているものが現実であるということを 

3　……機械の替えの歯車ではないということを 

4　……すべてが彼らの落ち度であるということを 

5　……彼ら全員を出し抜けるということを 

6　……彼らが正気ではないということを 

3　止めたい 

1　……あなたと運命を共にすることから他者を 

2　……手遅れになる前に治療を 

3　……普通の生活を送るためにビジョンを 

4　……隠蔽を 

5　……頭の中の声を 

6　……自身の印象を悪くしようとする者共を 



4　生き残りたい 

1　……日常に戻るために 

2　……他者を犠牲にすることで 

3　……彼らにそう言われたから 

4　……あるいは全員を道連れにする 

5　……約束を果たすために 

6　……報復するために 

5　打ち砕きたい 

1　……アイを 

2　……あなたをここに送り込んだ人物を 

3　……狂っていると思われる原因である“ビジョン”を 

4　……人間性を 

5　……殺される前に彼らを 

6　……あなたを“改善”させようとする者全員を 

6　認められたい 

1　……あなたが憎んでる人物から 

2　……救世主として 

3　……その能力のために 

4　……アイから 

5　……真実を暴いた人物として、たとえそれが嘘だとしても 

6　……普通だと 

それが……監視の”目”の下 



そこにある【場所】は…… 

1　シャロンリハビリテーションクリニック 

1　登録ロビー 

2　灰色の部屋 

3　グループセラピー室 

4　本社 

5　カフェテリア 

6　404号室 

2　NWO周辺 

1　尖塔 

2　中央駅 

3　アイ代表団のオフィス 

4　大規模共同墓地 

5　データセンター 

6　モースロボット製造会社 

3　愛しい我が家 

1　K地区U283ブロック17番マンション 

2　共用バスルーム 

3　誰も存在を知らない地下 

4　管理人室 

5　電灯が壊れている吹き抜け 

6　伝説の199階 



4　仕事に戻れ 

1　ずっと使っていない小部屋 

2　休憩室 

3　公文書保管室 

4　受付 

5　セクターE 

6　オフィスの正面 

5　娯楽スポット 

1　ドンのバー 

2　フィットネスセンター 

3　モート公園 

4　巨大複合映画館 

5　“季節を味わう”レストラン 

6　ケレスナイトクラブ 

6　反アイ 

1　反体制的な地区 

2　ロボットファイトリング 

3　放棄された研究施設 

4　秘密のサーバーハブ 

5　ジーウェンの超常的傾向者クラブ 

6　壁の廃墟 

それが……監視の”目”の下 



そこにある【物品】は…… 

1　治療 

1　スマイリーフェイスが描かれた痛みのスケール表 

2　心地よいクジラの歌の音楽プレイヤー 

3　電気ショック療法用首輪 

4　貼り札のない注射器 

5　報奨シール 

6　リラクゼーション療法 

2　異常 

1　青い制服の人間が落とした石 

2　ささやきかけるチャーム・ブレスレット 

3　9度生きた猫（文字通り） 

4　多面体の鏡 

5　再出現するコイン 

6　クローゼットの中にあるもの 

3　診療所周辺 

1　興奮剤の瓶 

2　謎のカードキー 

3　医療記録のHDD 

4　前の患者のたわごとの日記 

5　脳波測定器 

6　壊れた集中治療ロボット 



4　個人的なコレクション 

1　亡くなった最愛の人の写真が入ったロケット 

2　ペットロボット 

3　古い映画のコレクション 

4　超自然的な光景のスケッチ 

5　血まみれのパーカー 

6　昔のルームメイトが置いていった箱 

5　禁じられた 

1　ピストル 

2　発禁本 

3　診療所の研究所へと入るコード 

4　カメラ 

5　“人民の理想に加わろう”パンフレット 

6　無許可のロボット 

6　悪の手に 

1　反抗的なメッセージのやりとりを記録しているコンピューター 

2　ポルノのフラッシュドライブ… それと致命的なコンピューターウイルス 

3　医院長のメモ 

4　ホールに忍び込む影が写ったおぼろげなビデオ 

5　間違ったラベルを貼られた麻酔薬 

6　防護軍のプロトタイプ・テーザー銃 

それが……監視の”目”の下 



完全に平凡な 

【即席設定】 

監視の"目"の下での【人間関係】 

プレイヤーが3人の場合は…… 
　✖セラピー仲間：反逆者 / 当局者の子供 
　✖全て脳内の幻想：同じ生き物を見た 

　✖仕事だけの関係：看護師 / 首ったけの患者 
プレイヤーが4人の場合は… 
　✖すべてが始まる前： “ ‘37年にあなたがやったことを知っている ” 

プレイヤーが5人の場合は… 
　✖仕事は続く：お互いがそうだとは気づいていないアイのエージェント 

監視の"目"の下での【動機】 

プレイヤーが3人の場合は… 
　✖証明する：…あなたではなく、他の全員が狂っているだけだということを 
プレイヤーが4人か5人の場合は… 
　✖打ち砕く：…アイを 

監視の"目"の下での【場所】 

プレイヤーが3人か4人の場合は… 
　✖シャロンリハビリテーションクリニック：灰色の部屋 
プレイヤーが5人の場合は… 
　✖反アイ：ジーウェンの超常的傾向者クラブ 

監視の"目"の下での【物品】 

プレイヤーが3人か4人か5人の場合は… 
　✖異常：クローゼットの中にあるもの


